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３．実践を終えて 

 (１)本時に至るまでの経過 

  単元のスタートは、｢ぶどうジュースマジックを見てみよう｣という実験から始めた。子どもたちの身近な水

溶液の 1 つであるジュース(今回は、ぶどうジュース)に７つの無色透明な水溶液を入れ、色が様々変化する実

験である。子どもたちからは、すぐに｢すごい！何で色が変わるの？｣｢何を入れたの？｣｢ぶどうジュースにし

かけがあるのかな？｣とたくさんの反応が聞かれた。水溶液の性質をある程度先取りして学習している児童も

いるが、ぶどうジュースの実験は初めて目にするようで、どういう仕組みなのか真剣に考える姿が見られた。

そして、色をきれいに変化させる無色透明の７つの液体の正体を調べたいという思いに自然に流れていった。

｢においがするものがある｣｢二酸化炭素を入れたら分かる物がある｣｢蒸発させたらいい｣｢金属と反応する物が

あるらしい｣など既習事項や自分たちの生活経験、プリントでの調べ学習で見つけたことなどから水溶液を見

分ける方法を自分たちでよく考えていた。 

  においや二酸化炭素の実験は今まで経験したことのある実験だったが、塩酸に金属を入れる実験は、初めて

だったため、塩酸と金属の反応の様子に驚きの声があがっていた。｢何であわが出てきたのだろう｣｢炭酸みた

いだから、二酸化炭素かな？｣｢他の金属でも反応するのかな？｣と次々に疑問でていた。しかし、日をまたぎ、

入れたはずのスチールウールがなくなっていたことから、｢消えた？｣｢とけた？｣｢どこにいったんだろう｣とい

う疑問への解決意欲の方が大きくなっていた。反応時の様子、反応後の水溶液の色の変化、自分の生活経験な

どから消えたスチールウールのゆくえについて、一人ひとりが予想を持ち、本時へ臨んだ。 

 (２)本時での様子とそこから見えた成果と課題 

  前時に一人ひとりが予想し、イメージ図を書いていたこともあり、自信をもって自分の予想を発言したいと

いう思いを持つ児童が多くいた。自分と異なる考えであっても、｢なるほどね｣｢こういうことが言いたいんで

しょ？｣と考えをみんなで理解しようとする反応もあった。また、イメージ図を活用したことで、同じ考えであ

っても溶けているイメージのそれぞれの微妙な違いを視覚的にとらえやすくなり、全ての考え方を共通理解し



て進めていくことができたことは成果といえる。 

 そして、｢気体として外に出ていった｣と考える児童が少なかったため、水溶液の中の鉄は磁石とつくことを想

起させ、金属として中に溶けているなら磁石と反応するのではないかというミニ実験を入れた。磁石は反応し

なかったが、｢見えない鉄として溶けている説｣では、｢細かすぎて反応しないだけではないか｣｢別の物に変化

して溶けている説｣では、｢別物だから、つかないのは当然｣そして｢気体説｣では、｢やっぱり出ていったから反

応しないんだ｣と結局この方法では絞れないことが分かった。そこから、｢じゃあこうしたいいんじゃない？｣

と様々な実験方法が子どもたちから出てきた。1 つの実験でだめなら、既習事項を生かし他の方法を探るとい

う姿勢は、この単元に限らず、理科全体そして他の教科でも意識してきた。そのため、｢教科書で確認しよう｣

ではなく、｢何か他に解決方法はないのか考えてみよう｣という｢それだとこういうところが難しいんじゃな

い？｣と自分たちで考えようとする姿も成果であるといえる。板書に関しても、ブロックでの検討会で話し合

ったことを生かし、子どもにとって理解しやすい板書が作れたのではないかと思う。 

  課題としては、終始考えを出し合う話し合いになっていたことで、一人ひとりの途中の考えの変容を表現す

る場面を設定することができなかった点にある。磁石の実験の後や、話し合いが一通り終わった後などにネー

ムプレートなどで全員の立ち位置を確認出来ればよかったと思う。また、ふり返りでは、たくさんの観点を出

したことで、何を書けばよいのか困ってしまう児童もいた。考えさせたい観点を明確にして発問することで、

より次につながる子どもの考えが見えてくると感じた。一つ一つの教師の発問や出所を今後も意識していきた

い。 

 (３)ひびき合いについて 

  ひびき合いについては、友だちの考えに対し、｢なるほど｣｢あぁ｣｢たしかに｣という小さなつぶやきを始め、

聞き手が理解できず反応が薄いときなどには、理解した児童が｢こういうことでしょ？｣と分かりやすく言い換え

みんなで理解しようとする姿が多く見られるようになってきた。また、自分の考えに固執するのではなく、様々

な意見に触れ、自分の考えをとらえ直すことで学びが面白いと感じられる児童も出てきた。｢確かめてみないと

分からない｣｢どの理由も正しい気がする｣このような問題であったことが、みんなで真剣に話し合えるきっかけ

になったようにも思う。 

  子どもたちが真剣に自分たちで話し合う時はやはりどの教科であっても、｢自分の考えを言いたい｣｢みんな

の意見を聞いてみたい｣｢自分一人では解決できそうにない｣という思いが強い時である。日頃から、子どもの

思いや思考に寄り添った授業を作っていけるようにしたい。 


